
（様式－１ 表紙） 

  １ 調査名称：第５回北部九州圏総合都市交通体系調査業務委託 

 ２ 調査主体：九州地方整備局、福岡県、北九州市、福岡市 

 ３ 調査圏域：北部九州圏 

 ４ 調査期間：平成２９年度～令和元年度 

 ５ 調査概要： 

北部九州圏では、昭和４７年、昭和５８年、平成５年及び平成１７年にパーソン

トリップ調査（以下、「ＰＴ調査」という。）を実施し、これらの調査データを基

に、都市圏の総合的な交通体系の提案を行ってきた。 

近年、北部九州圏は、九州新幹線の開業や東九州道の供用等交通基盤の整備が

大きく進展し、福岡を中心とした広域的な連携が強化されていることから、都市

交通計画等についても、その変化に応じた見直しが必要となっている。 

第４回ＰＴ調査が行われた平成１７年度から１０年以上が経過し、データ更新

の必要性も高まっていることもあり、平成２９年度、平成３０年度に交通実態調

査を実施し、マスターデータの作成を実施したところである。 

本調査は、交通実態調査結果をふまえ、テーマ別集計を実施し、北部九州圏の交

通現況を整理するとともに、ＰＴ調査結果を基にした将来交通需要予測を実施す

ることにより今後の交通計画に寄与する貸し出しデータを整備し、併せて、検討

結果を今後の北部九州圏の各交通計画検討に広く活用してもらうための啓発活動

を実施することを目的とする。 



（様式－２ａ 調査概要）

Ⅰ 調査概要 

 １ 調査名称：第５回北部九州圏総合都市交通体系調査業務委託 

 ２ 報告書目次 

  １．業務概要 

１-１ 業務目的 

１-２ 業務概要 

１-３ 業務項目 

１-４ 業務の諸条件 

１-５ 実施フロー 

１-６ 実施内容 

２．テーマ別の現況集計 

２-１ 検討方針 

２-２ テーマ集計項目について 

２-３ 各ライフステージにおける交通現況の把握 

２-４ 各ライフスタイルにおける交通現況の把握 

２-５ 移動・交通環境に関する交通現況の把握 

２-６ 都市構造・地域特性に関する交通現況の把握 

２-７ 新しい交通手段の可能性に関する交通現況の把握 

２-８ 地域公共交通確保に関する交通現況の把握 

２-９ 幹線公共交通の高機能化に関する交通現況の把握 

２-１０ 都心部の交通特性に関する交通現況の把握 

２-１１ 防災分野に関する交通現況の把握 

２-１２ その他のまちづくりに関する指標の算定 

３．将来人口フレームの検討 

３-１ 将来人口フレームの設定 

３-２ フレームの検討（居住人口フレーム） 

３-３ 将来フレームの検討（職業別人口フレーム） 

４．将来交通需要予測（予測モデルの設定） 

４-１ 予測モデルの設定 

４-２ 予測の目的 

４-３ 予測モデルの全体構成 



４-４ 生成交通量の予測モデル 

４-５ 発生・集中交通量の予測モデル 

４-６ 分布交通量の予測モデル 

４-７ 分担交通量の予測モデル 

５．将来交通需要予測（需要予測結果） 

５-１ 予測ケース 

５-２ 生成交通量（第１段階）の予測結果 

５-３ 発生・集中交通量（第２段階）の予測結果 

５-４ 分布交通量（第３段階）の予測結果 

５-５ 分担交通量（第４段階）の予測結果 

６．交通量推計（ＰＴＯＤによる交通量配分） 

６-１ 道路網作成 

６-２ ＯＤ作成 

６-３ 自動車交通量推計方法 

６-４ 現況交通量の再現性検証 

６-５ 将来交通量推計 

７．ＰＴデータの提供方法・活用促進の検討 

７-１ ＰＴデータの提供方法・活用促進の検討 

７-２ パンフレット作成 

７-３ 調査報告書作成 

８．協議会等の企画運営 

８-１ 資料作成 

８-２ 議事録作成 

８-３ 協議会等の出席 

９．パーソントリップ調査の課題 

９-１ 実態調査・データ整備における課題 

９-２ 現況集計・将来予測における問題点・課題  



（様式－２ｂ 調査概要）

 ３ 調査体制 

北部九州圏都市交通計画協議会 

 （会長：九州地方整備局企画部企画調整官） 

専門部会           データ管理委員会 

（部会長：福岡大学教授 辰巳浩）  （会長：福岡県都市計画課長） 

 北部九州圏都市交通計画協議会 事務局 

  （事務局長：九州地方整備局広域計画課長） 

 ４ 委員会名簿等： 

協議会 

所属 役職名 備考 

九州地方整備局 企画部 企画調整官 会長 

九州地方整備局 企画部 広域計画課長  

九州地方整備局 建政部 都市整備課長  

福  岡  県 建築都市部 都市計画課長 副会長 

福  岡  県 企画・地域振興部 交通政策課長  

福  岡  県 県土整備部 道路建設課長  

佐  賀  県 県土整備部 都市計画課長  

北 九 州 市 建築都市局 計画部長  

福  岡  市 住宅都市局 都市計画部長  



 専門部会 

所属 役職名 備考 

福 岡 大 学 工学部 社会デザイン工学科 教授 辰巳浩 部会長 

北九州市立大学 地域戦略研究所 教授 内田晃 副部会長 

九州工業大学 大学院工学研究院 建設社会工学研究系 准教授 寺町賢一  

九州地方整備局 企画部 広域計画課長  

福  岡  県 建築都市部 都市計画課長技術補佐  

福  岡  県 企画・地域振興部 交通政策課長補佐  

福  岡  県 県土整備部 道路建設課長技術補佐  

佐  賀  県 県土整備部 都市計画課副課長  

北 九 州 市 建築都市局 都市交通政策課長  

福  岡  市 住宅都市局 交通計画課長  

  データ管理委員会 

所属 所属 備考 

九州地方整備局 企画部 広域計画課長  

福  岡  県 建築都市部 都市計画課長 会長 

佐  賀  県 県土整備部 都市計画課長  

北 九 州 市 建築都市局 都市交通政策課長  

福  岡  市 住宅都市局 交通計画課長  

北九州市立大学 地域戦略研究所 教授 内田晃 顧問 

弁  護  士 吉野・宮下法律事務所 吉野正 顧問 

  事務局 

所属 所属 備考 

九州地方整備局 企画部 広域計画課長 事務局長 

九州地方整備局 企画部 広域計画課  

福  岡  県 建築都市部 都市計画課  

佐  賀  県 県土整備部 都市計画課  

北 九 州 市 建築都市局 都市交通政策課  

福  岡  市 住宅都市局 交通計画課  



（様式－３ａ 調査成果）

Ⅱ 調査成果 

 １ 調査目的 

本調査は、Ｈ２９・３０年度の交通実態調査結果をふまえ、テーマ別集計を実施

し、北部九州圏の交通現況を整理するとともに、ＰＴ調査結果を基にした将来交

通需要予測を実施することにより今後の交通計画に寄与する貸し出しデータを整

備し、併せて、検討結果を今後の北部九州圏の各交通計画検討に広く活用しても

らうための啓発活動を実施することを目的とする。 

 ２ 調査フロー 



 ３ 調査圏域図 

60市町村＝29市 30町 1村
福岡県＝58市町村
佐賀県＝2市町 
（H27.10.1時点）

60市町村＝29市 30町 1村
福岡県＝58市町村
佐賀県＝2市町 
（H29.10.1時点）

60市町村＝30市 29町 1村
福岡県＝58市町村
佐賀県＝2市町 
（H30.10.1時点）

※福岡県那珂川町⇒那珂川市



（様式－３ｂ 調査成果）

 ４ 調査成果 

令和元年度 令和2年度

第一四半期 第二四半期 第三四半期 第四四半期 ～

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ －

圏域総人口
フレーム設定
（現況統計整理）

ゾーン別人口
フレーム設定
（計画ヒアリング）

将来人口フレーム

予測モデル
条件整理

予測モデル
作成・検討

将来需要予測
（基本）

交通量推計
条件整理

（道路網・OD表）

交通量推計
（現況・将来（基本））

公表データ整理

協議会 ① ② ２回

専門部会 ① ② ２回

協
議
等

データ提供方法・
データ活用促進の検討

将
来
予
測
検
討

将
来
フ
レ
ー

ム
検
討

将
来
交
通
需
要
予
測

（
自
動
車

）
交
通
量
推
計

テ
ー

マ
集
計

テーマ別の現況集計

事務局会議

テーマ集計（現状把握）

（予定）

・データ活用

PTOD
VTOD
ﾏｽﾀｰﾃﾞｰﾀ
ほか活用

・各種計画

検討への

活用

将来フレームケース設定

（基本・検討）

開発計画リスト
フレーム対応

生成モデル
発生集中モデル

分布・分担モデル

公共交通網・将来道路網

将来計画条件設定

生成量予測
発生手中量予測

分布・分担交通量予測

公表データ作成

H29現況OD表作成

H29現況配分交通量推計（実測：H27センサス）

データ提供方法・提供データの整理（集計データ）

自治体

ヒアリング実施

関係機関
ヒアリング実施

課題整理 事例整理（施策の考え方）
テーマ別の分析項目検討

自治体

アンケート実施

活用方法の検討

アンケート

結果整理

居住人口

職業別人口

開発計画リスト

収集・整理

ヒアリング

結果整理

6/4：第７回

6/4：第６回

3/23－3/26：第８回

3/27：第７回

R19将来配分交通量推計

R19将来OD表作成

（予定）

・市町村会議

等での活用

データ活用に関する確認・ヒアリング

令和元年度・結果報告 （１）令和元年度の実施事項

【令和元年度の実施事項】
①将来予測編：将来予測モデル・需要予測、将来自動車交通量推計データ等の整備を実施。
②テーマ集計・データ活用編：Ｈ29・30調査データより、ＰＴデータ活用促進に向けた資料整理を実施。
■令和元年度 北部九州圏都市交通計画協議会活動スケジュール

②テーマ集計・
データ活用編

①将来予測編
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